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農作業中の熱中症に注意してください。気温の高い時間帯の作業はできるだけ避け、こまめな水分補給と休憩をとりましょう。
　 農業振興課農政班　☎（７０）０３４５

FAX

問

◎おはなし会
▶日時＝毎週㈯14時30分～
▶会場＝大網白里市図書室会議室
◎中部分室おはなし会
▶日時＝毎週㈬15時30分～
◎白里分室おはなし会
▶日時＝毎週㈭15時30分～
◎今月の展示棚（８～９月）
『ＲＰＧ冒険の書ｰReading Play Guide ！ー』
　知らないこと、知らない場所、やってみ
たことのないこと、そんないくつもの｢未知｣
に出会うことを｢冒険｣といいます。本の中
にも、そんなワクワクが詰まっています。ペー
ジを開くとどんな出会いがあるでしょう。

図書室だより

問大網白里市図書室
☎（72）8383

大網白里市図書室 検索

◎図書室休室日
２日㈪・９日㈪・16 日（月・祝）
17 日（火・振替休室）
22 日（日・祝） ・23 日㈪
27日（金・室内整理日）・30日㈪

　この展示にある本を手に取って、また自
分で新たな冒険の書を見つけ、ワクワクと
ドキドキの冒険へ飛び込もう。
・｢ハリー・ポッターと賢者の石｣静山社
・｢レーエンデ国物語｣講談社
・｢ブレイブ・ストーリー｣角川書店
・｢アラビアンナイト｣ポプラ社
・｢宇宙食になったサバ缶｣小学館
・｢世界幻想とファンタジーの情景｣バイイン
ターナショナル
◎ミニミニ美術展
　２階ロビーにて本市にゆかりのある作家
の作品を展示しています。図書室をご利用
の際はぜひ、ご鑑賞ください。

問

申 問

　認知症の方やその家族、地域住民が誰
でも参加でき、集まって楽しくお話をした
り悩み事などを共有しホッとひと息つける
交流の場です。
　あんとんねぇさ～「九十九里地域認知
症家族の会」in 大網白里市も同時に開
催する予定です。
※飲食の提供はありませんので各自でお
　持ちください。
▶日時＝９月19日㈭13時 30 分～15時
30分
▶会場＝中部コミュニティセンター1 階会
議室
▶内容＝認知症の相談、参加者同士の交
流、レクリエーション等
▶対象＝認知症の方とご家族、認知症に
関心のある方、地域の方どなたでも歓迎
　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９　
　　　（７０）１０９３

認知症カフェ
「あったかスペースモクセイ」

　もの忘れ、認知症のことで悩んでいませ
んか。認知症の不安を持つ高齢者、認知症
（疑い含む）高齢者および介護をしている
家族等に対し、次のとおり相談会を開催し
ます。
　専門職への早期相談により、状態に合わ
せたアドバイスや認知症に対する支援制度の
説明等が受けられますので、お気軽にご相
談ください。
▶日時＝９月13日㈮、10月11日㈮
①13時30分～14時15分
②14時30分～15時15分
※予約制。
▶会場＝中央公民館２階談話室
▶内容＝専門職（保健師、社会福祉士、介
護支援専門員等）による認知症の個別相談
▶対象＝市内在住で、もの忘れや認知症に
ついて不安がある方、家族、事業所
▶利用料＝無料
▶申込方法＝電話（随時受付）
　詳細は問い合わせください。
　・　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９

気になったらすぐ相談！
「もの忘れ相談会」

問

問

申 問

　認知症高齢者等を対象にした見守り
サービスを実施しています。
　万が一徘徊してしまった場合に居場所
を知らせるサービスで、二次元コード付き
ラベルシールを帽子や服、杖、シルバー
カー等に貼って利用します。
　徘徊を発見した方がスマートフォン等で
二次元コードを読み取ると、事前に登録
した家族等に発見通知メールが送信され、
保護されたことが分かる仕組みとなってい
ます。ご利用には、市役所で登録が必要
です。
▶対象＝市内に在住する認知症等の症状
が見られる65歳以上で、家族等がメール
を受信出来る方
▶利用料＝無料（１人１セット30枚）
※追加購入は有料。
▶申込方法＝高齢者支援課で申し込み
　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９

高齢者見守りサービス

　空き家の適正かつ有効な活用の推進を
図るため、空き家バンクを実施しています。
　空き家バンクとは、市内に所在する空
き家の売却または賃貸等を希望する所有
者から申し込みを受けた物件を、市と協
定を締結した宅地建物取引業者に依頼す
るものです。
　ただし、老朽化が著しい空き家や大規
模な修繕が必要な空き家は登録対象にな
りません。
　空き家バンク登録を検討してみませんか。
　 地域づくり課環境対策班
　 ☎（７０）０３８６

市内に空き家をお持ちの方へ
空き家バンク制度を
ご利用ください

　作業療法士による認知機能に関する脳力
測定会を行います。
　いくつかの質問に答える検査を実施し、
記憶力や注意力などの脳の働きを測定しま
す。検査によって、ご自身の脳の得意・不
得意を知り、日常生活の中で取り入れられ
る脳力トレーニングのアドバイスを受けること
ができます。
　また、看護師、理学療法士による「お身
体に関する日常生活の悩み相談」「コグニサ
イズ（認知症予防運動等）」を実施します。
※この測定会は認知症を判定するものでは
　ありません。
▶日時＝10月18日㈮
①9時～10時　  ②10時～11時
③11時～12時　 ④13時～14時
⑤14時～15時　 ⑥15時～16時
▶会場＝保健文化センター３階ホール
▶対象＝市内に住所を有する65歳以上の方
▶参加費＝無料
▶募集人数＝各時間８人ずつ
▶申込方法＝電話または窓口で申し込み
　・　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９

いきいき脳力測定会

　スポーツによる熱中症事故は、こ
まめに休憩をとり、正しく対策する
ことで予防できます。
　その対策は水分補給だけではあり
ません。暑い日に運動・スポーツを
するときは、積極的に体を冷やすこ
と（＝身体冷却）が重要です。いろ
いろな方法を組み合わせて、効果的
に体を冷やしましょう。
◇主な身体冷却方法
・アイススラリー＝シャーベット状
の飲み物で効果的に体の内部を冷や
すことができ、塩分やエネルギーを
補給することもできます

スポーツ活動中の熱中症予防

問

問

地域包括支援センターだより
～認知症になっても安心して暮らせる地域に～
◇2024年度世界アルツハイマー月間
・デー標語
「共に生き　ともに歩もう　認知症」
　毎年9月21日は「世界アルツハイマー
デー」です。認知症は誰でもかかる
可能性のある病気です。認知症への
理解や、ご本人やご家族への支援を
進めるために9月は世界アルツハイマー
月間として、世界各国で啓発活動が
行われています。
◇認知症とは
　さまざまな原因で記憶力や判断力な
ど、脳の機能（認知機能）が正常に
働かなくなり、日常生活に支障が出始
める状態をいいます。
　認知症の原因となる病気として最も
多いのが、アルツハイマー型認知症で
す。そのほかにレビー小体型認知症、
前頭側頭型認知症、血管性認知症な
どがあります。認知症の種類や脳のど
の部分が損なわれたかによって症状は
異なります。
◇認知症の症状
・記憶障害＝新しいことを覚えられな
い、覚えていたことを忘れる
・見当識障害＝日時や場所、季節、
人関関係などがわからなくなる
・理解、判断力の障害＝複雑な話が
理解できず、わずかな変化にも対応で
きなくなる
・意欲や自信の低下＝長年の趣味をや
める、整理整頓、掃除ができなくなる、
入浴などの生活行動がおっくうになる

・性格の変化＝疑い深くなる、怒りっ
ぽくなるなど
◇認知症が疑われる人への接し方
・穏やかな表情で優しく話しかける
・目線を合わせてから話しかける
・1度に多くのことを話すと混乱しやす
いので、1 つずつゆっくり、はっきり
話す
・話を聞くときは、認知症の人は言葉
が出にくいこともあるので、急がずに
ゆっくりと対応する
・できないことを責めるのではなく、
できることを褒める
・些細なことでも、家庭や社会での役
割を担ってもらう
◇大網白里市の取り組み
　傾聴や見守り等を行うチームオレン
ジの活動を通じ、安心して暮らし続け
られる地域づくりを進めています。誰
もが気軽に集い会話を楽しみながらつ
ながりが持てる交流の場として、認知
症カフェ「あったかスペースモクセイ」
を毎月開催しています。
　認知症になっても住み慣れた地域で
暮らし続けるために、地域の力はとて
も大きな支えになります。
　地域包括支援センターでは高齢者
の各種相談のほか、認知症について
学ぶ認知症サポーター養成講座等も
実施していますのでお気軽に問い合わ
せください。
　 地域包括支援センター
　 ☎（７０）０４３９

・水分補給＝脱水や塩分不足を防ぐ
とともに、体温調節機能を正常に保
つ効果が期待されるため、こまめな
水分補給が効果的です
・アイスタオル＝よく冷やしたタオ
ルを用いて、頭や首元を冷やします
・アイスパック＝首元、脇の下、太も
もの付け根や、太ももを冷やします
・手のひら冷却＝バケツに氷水などを
入れておき、そこに手のひらや腕を
入れることで体を冷やすと、体の内
部の体温が下がる感覚が得られます
　 大網白里アリーナ
　 ☎（７２）５７０８

▲耐洗ラベル（アイロンで
　貼り付けられるもの）

▲蓄光シール（アイロン
　不可のもの）

見 本 見 本
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不法投棄は重大な犯罪です。土地所有者の方は不法投棄を防ぐために工夫することも大切です。
　 地域づくり課環境対策班　☎（７０）０３８６問

セロハンテープで絶縁

▲特設サイト
　（経済産業省資源
　エネルギー庁）

・
電
子
た
ば
こ※

・
電
気
シ
ェ
ー
バ
ー※

、電
動
歯
ブ

ラ
シ※

（
電
池
が
簡
単
に
取
り
外

せ
な
い
も
の
）

　※

は
そ
の
ま
ま
電
池
ご
み
に
出

せ
ま
す
。

◇
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

　
乾
電
池
、コ
イ
ン
電
池
、ボ
タ
ン

電
池
は
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
端

子（
＋
－
）部
分
を
覆
い
、
絶
縁
処

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
ラ
イ

タ
ー
、
電
球
な
ど
異
物
の
混
入
が

な
い
よ
う
分
別
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
収
集
日
以
外
の
処
分
方
法

　
電
池
ご
み
は
回
収
倉
庫
に
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
回
収
倉
庫
の
場
所

市
役
所
・
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
白
里
出
張
所
・
農
村
ふ

　
６
月
21
日
、
東
金
市
外
三
市
町

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
廃

棄
物
に
混
入
さ
れ
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
電
池
類
を
出
さ
れ
る
方
は
、
正

し
く
分
別
し
、
中
の
見
え
る
袋
に

入
れ
て
、
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
金
属
類
や
缶
へ
の
電
池

類
の
混
入
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

電
池
類
が
入
っ
た
も
の
を
金
属

類
、缶
で
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
電
池
ご
み
で
出
せ
る
も
の

・
リ
チ
ウ
ム
乾
電
池
　
　
　
　

・
コ
イ
ン
電
池
、ボ
タ
ン
電
池

・
充
電
式
電
池
（
ニ
カ
ド
電
池
、

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
）

・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー※

　
　

火
災
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

〜
電
池
類
は
正
し
く
分
別
し
て
く
だ
さ
い▲耐震補助について

　（市ホームページ）

問

問

④
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ

れ
、地
上
２
階
建
以
下
の
も
の

▼
補
助
額

・
耐
震
診
断
＝
費
用
の
３
分
の
２

（
上
限
８
万
円
）

・
耐
震
改
修
＝
設
計
・
工
事
・
監
理

費
用
の
３
分
の
２
（
上
限
１
０
０

万
円
）

※

予
算
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
都
市
整
備
課
営
繕
室

　
☎（
７
０
）０
３
６
６

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。自
宅
の
耐
震
性
を
確

保
し
、大
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◇
耐
震
診
断
と
は

　
旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
て
い

る
建
物
の
耐
震
性
を
確
認
し
ま

す
。健
康
診
断
同
様
、
ま
ず
は
建
物

の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

◇
耐
震
改
修
と
は

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が

不
足
し
て
い
る
建
物
の
構
造
を
補

強
し
ま
す
。

▼
対
象
建
物

①
市
内
に
所
在
し
て
い
る

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の

③
一
戸
建
て

耐
震
改
修
の
補
助
上
限
額
を

１
０
０
万
円
に
拡
大

申

問

▼
主
な
要
件

①
補
助
対
象
設
備
を
導
入
し
た
住

宅
に
自
ら
居
住
し
、
本
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
方

②
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

③
補
助
対
象
設
備
の
設
置
工
事
等

補
助
事
業
に
着
手
す
る
日
が
、令
和

６
年
４
月
１
日
以
降
で
あ
る
こ
と

※

そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
申
請
前
に
必
ず
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法
＝
補
助
対
象
設
備
等

の
設
置
後
に
、
所
定
の
交
付
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い

※

郵
送
、メ
ー
ル
は
受
付
不
可
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対

　策
班

　
☎（
７
０
）０
３
８
６

　
地
球
温
暖
化
対
策
や
電
力
の
強

靭
化
を
図
る
た
め
の
住
宅
用
設
備

等
を
導
入
し
た
方
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
受
付
締
切
＝
令
和
７
年
２
月
28

日
㈮（
市
役
所
閉
庁
日
を
除
く
）

※

予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

▼
対
象

・
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）（
停
電
時
自
立

運
転
機
能
の
あ
り
の
み
）（
上
限

10
万
円
）

・
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

シ
ス
テ
ム（
上
限
７
万
円
）

・
窓
の
断
熱
改
修（
上
限
８
万
円
）

・
電
気
自
動
車
・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｖ
２
Ｈ
の

併
設
の
有
無
に
よ
り
上
限
15
万
円

も
し
く
は
10
万
円
）

・Ｖ
２
Ｈ
充
放
電
設
備
（
上
限
25

万
円
） 住

宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業

補
助
金
を
受
付
中

問 ル
ギ
ー
庁
の
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ガ
ス
事
業
課

　☎（
７
２
）１
１
３
１

　
政
府
に
よ
る
「
酷
暑
乗
り
切
り

緊
急
支
援
」の
実
施
に
伴
い
、
９
月

〜
11
月
検
針
分
（
８
月
〜
10
月
使

用
分
）ま
で
、
大
網
白
里
市
ガ
ス
料

金
を
値
引
き
し
ま
す
。

▼
値
引
き
単
価（
税
込
み
）

１
㎥
当
た
り
1
7
．５
円
値
引
き

※

11
月
検
針
分（
10
月
使
用
分
）は

　
１
㎥
当
た
り
10
円
値
引
き

　
詳
細
は
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

政
府
の
支
援
に
よ
り

市
営
ガ
ス
料
金
を
値
引
き

問 ・
処
理
方
法
が
守
ら
れ
て
い
な
い

も
の
や
、
放
射
線
量
検
査
の
結
果
、

０
．２
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

／
時
以
下
で
な
い
も
の
は
回
収
で

き
ま
せ
ん

▼
搬
入
場
所
＝
千
葉
県
園
芸
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
東
金
市
小
沼
田
１
６
５
５‒

３
）

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策

　協
議
会
事
務
局（
農
業
振
興
課
内
）

　
☎（
７
０
）０
３
４
５

▼
日
時
＝
９
月
30
日
㈪
、
10
月
25

日
㈮
、
11
月
22
日
㈮
13
時
〜
15
時

30
分

▼
必
要
な
も
の
＝
負
担
金

※

事
務
負
担
金
は
搬
入
車
両
１
回

　
に
つ
き
１
台
１
０
０
円
、
処
理

　
負
担
金
は
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

　
チ
ッ
ク
１
㎏
に
つ
き
39
円
で
す
。

▼
注
意
点

・
個
別
回
収
は
あ
り
ま
せ
ん

・
塩
ビ
は
水
洗
浄
、ポ
リ
・
肥
料
袋

は
土
払
い
し
、
同
じ
材
料
で
結
束

し
、荷
台
へ
積
載
後
、シ
ー
ト
を
か

け
て
く
だ
さ
い

・
搬
入
時
に
放
射
線
量
検
査
を
行

い
ま
す 農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
お
よ
び

肥
料
袋
の
一
斉
回
収

問

問

申 問

FAX

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
利
用
時
間=

８
時
30
分
〜
17
時

（
年
末
・
年
始
を
除
く
）

※

中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お

　
よ
び
農
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
は
休
館
日
の
利
用
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎（
７
０
）０
３
８
６

▲誤ってカンに混入されていた電池▲電池ごみとして捨てるバッテリー例

野焼きをしてはいけません
　「近所でごみを燃やしていて、煙で目や喉が痛い」
「洗濯物が干せない」「小さな子どもがいて、ぜんそ
くが心配」等の苦情が寄せられています。
　屋外での廃棄物の焼却は法律で原則禁止されてい
ます。
　ドラム缶を用いて燃やしたり、地面に穴を掘って燃
やしたりすることも野焼きにあたります。
　芝焼き、お焚き上げ、軽微な焚き火、農林漁業
等の運営上やむを得ない場合など、例外的に野焼き
が認められる場合であっても、発生する煙、灰等が
悪臭や大気汚染（PM2.5 など）の原因となるため、
他人の迷惑にならないようにしなければなりません。
　良好な生活環境を維持するために、廃棄物は適切
に処理し、野焼きは行わないようにしましょう。
　 地域づくり課環境対策班　 ☎（７０）０３８６

地球温暖化対策

　廃棄物等の不法投棄や野焼きを早期発見
あるいは未然に防止するため、廃棄物等不法
投棄監視員を市民の方に委嘱しています。こ
の度、欠員のあった地区について、次のとお
り募集します。
▶募集人数＝１人
▶職務内容
・地域内における廃棄物等の不法投棄および
野焼き発見時の市への通報
・毎月、地域内における廃棄物等の不法投棄
および野焼きの状況について、市への報告
・その他、市が実施する不法投棄および野焼
きの防止施策への協力
▶募集対象＝増穂地区に在住する生活環境

の保全に理解と関心をお持ちの方
▶任期＝委嘱日～令和7年9月30日
▶報酬＝有償ボランティア（月額2,500円）
▶応募方法＝履歴書を持参または郵送
▶募集期間＝９月2日㈪～9月30日㈪（必着）
▶選考方法＝書類選考の他、必要に応じて
面接を行う場合があります（選考結果は応
募者全員に通知）
　・　 〒２９９－３２９２
　 大網白里市大網１１５－２
　 地域づくり課環境対策班
　 ☎（７０）０３８６
　　　（７2）８４５４
　 　 chiiki@city.oamishirasato.lg.jp

廃棄物等不法投棄監視員を募集

　「地球温暖化」とは人の
活動に伴って発生する温室
効果ガスにより地球全体と
して、地表、大気および海
水の温度が追加的に上昇す
る現象のことです。
　温室効果ガスの削減に向
けて次のことに気を付けま
しょう。
・エアコンを夏に使用する際
は、室温が 28℃となる設
定が推奨されています。ま
た、扇風機と一緒に使用し
ましょう（エアコンの設定温
度を上げて扇風機を併用す
ることで省エネになります）。

・使わない電化製品は、主
電源を切り、コンセントから
プラグを抜きましょう。
・水道水の無駄遣いをせず、
節水に努めましょう。
・自動車を運転するときは、
急発信、急ブレーキをせず、
アイドリングストップなどのエ
コドライブを心掛けましょう。
　 地域づくり課環境対策班
　☎（７０）０３８６


